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要旨 

＜緒言＞ 

近年わが国からも多くの世界的なスポーツアスリートが誕生し、連日テレビや新聞のニ

ュースで話題になっている。実際、わが国のスタジアム等での直接的なスポーツ観戦の人

口は、2004年には 2000万人であったが、2005年には 2150万人へと増加したと報告され

ている（レジャー白書，2005）。こうした中で、今までのスポーツ観戦者の感情について

の研究から、スポーツ観戦が多くの感情を喚起させることが示唆されており、Pennebaker

（1985）は思考や感情、行動を抑制するのに要する意識的な努力は、生理的活動を要求し、

それが長期的には身体にとってのストレッサーとなり、様々な心身医学的問題をもたらす

と報告している。このように感情の喚起と意識化が身体的にも影響があるのではないかと

考えられているが、心理学の分野でも、感情は研究の遅れている領域でもある（今田，1999）。

また、このようにスポーツ観戦が感情を多く喚起することが示唆されているにも関わらず、

スポーツ観戦そのものがその後の心身にどのように影響を与えているかといった研究は、

現在ほとんど行われていない。 

 以上のことから、本研究は、スポーツ観戦後に感じる感情をポジティブな感情とネガテ

ィブな感情の両側面から具体的に明らかにし、そうしたスポーツ観戦によって喚起された

感情をアセスメントする尺度の開発と、感情がスポーツ観戦前後でどのように変化するか、

また、スポーツ観戦が身体に対してどのように影響を及ぼすのか明らかにすることを目的

として行った。 

＜研究 1＞ 

 第 1研究の尺度開発は、予備調査 1・2、本調査の手順で行った。予備調査 1ではインタ

ビュー調査で自由記述を行うための質問項目の選定を行い、予備調査 2では自由記述によ

る項目収集を行った。 

本調査では自由記述によって収集・選定した項目に対し、2008年 11月～12月に集合調

査法を用いて質問紙調査を行った。探索的因子分析と信頼性の検討に関しては、学生 327

名（男性 102名，女性 225名；平均年齢 19.78±2.43歳）を、基準関連妥当性の検討に関

しては、学生 32 名（男性 7 名，女性 25 名；平均年齢 20.66 ±1.05 歳）を対象とした。

探索的因子分析を行った結果、ポジティブなスポーツ試合場面において、5因子 29項目が

抽出された。第 1因子は「爽快感・安心感」因子、第 2因子は「興奮」因子、第 3因子は

「熱狂」因子、第 4因子は「意欲」因子、第 5因子は「興味喚起」因子と命名した。また、

各因子の信頼性係数（Cronbach’s α）はα＝.867～.925であった。 

ネガティブなスポーツ試合場面においては、探索的因子分析を行った結果、5 因子 27

項目が抽出された。第 1因子は「怒り」因子、第 2因子は「嫌気」因子、第 3因子は「落

胆」因子、第 4 因子は「緊張・弛緩反応」因子、第 5 因子は「不満感」因子と命名した。

また、各因子の信頼性係数（Cronbach’s α）はα＝.827～.931であった。 

 また、基準関連妥当性の検討のため、探索的因子分析によって得られたスポーツ観戦に

伴う感情喚起に関する質問項目の各因子と多面的感情状態尺度短縮版（寺崎ら，1991）の

各因子とのピアソンの積率相関係数を算出したところ、ほぼ全ての因子において有意な相

関が見られた。スポーツ観戦に伴う感情喚起に関する質問項目の各因子の平均得点＋

1/2SDを高群とし、各因子の平均得点－1/2SDを低群として分け、多面的感情状態尺度短

縮版（寺崎ら，1991）の各因子に関して t検定を行ったところ、ほぼ全ての因子において、

高群と低群の間に有意な差が見られた。 



 2 

以上のことから、信頼性及び妥当性を兼ね備えたスポーツ観戦に伴う感情喚起に関する

尺度が開発されたと判断した。また、これらのことから、ポジティブなスポーツの試合場

面とネガティブなスポーツの試合場面のどちらの特性も捉えることの出来るスポーツ観戦

に伴う感情喚起に関する質問紙が開発されたと判断した。 

＜研究 2＞ 

第 2研究の実験は、2008年 11月 28日～12月 19日にポジティブ群が 13名（男性 3名、

女性 10 名；平均年齢 20.15±1.10 歳）、ネガティブ群が 11 名（男性 4 名、女性 7 名；平

均年齢 20.73±0.86歳）、統制群が 9名（男性 1名、女性 8名；平均年齢 21.11±0.99歳）

であり、全て首都圏の大学に在籍する学生を対象とし、無作為に割り当てた。プロジェク

ターを用いてスクリーンに映し出した映像を視聴してもらい、その前後でスポーツ観戦に

伴う感情喚起に関する質問紙と多面的感情状態尺度短縮版（寺崎ら，1991）に回答しても

らい、生理指標として容積脈波の測定を行った。映像刺激は、群ごとにポジティブなスポ

ーツ試合場面を視聴する群とネガティブなスポーツ試合場面を視聴する群、統制群として

パソコンのスクリーンセーバーを視聴する群に分けた。 

分析は、あらかじめ等分散性の検定と pre testの段階で条件間に差がないかについての

検定（一元配置分散分析）を行い、条件（ポジティブ群・ネガティブ群・統制群）と繰り

返し（pre test・post test）についての 3×2の分散分析を行った。交互作用が有意あるい

は有意傾向がみられたものについては、単純主効果の検定を行った後、Tukey法を用いて

多重比較を行った。その結果、多面的感情状態尺度短縮版（寺崎ら，1991）の「倦怠」と

「非活動的快」において、スポーツ観戦に伴う感情喚起に関する質問紙の「興奮」と「意

欲」、「興味喚起」において、post testのポジティブ群と統制群、ネガティブ群と統制群の

間に有意な差が見られた。 

生理指標の容積脈波は健康度を示す最大リアプノフ指数を算出した後、あらかじめ等分

散性の検定と pre testの段階で条件間に差がないかについての検定（一元配置分散分析）

を行い、心理指標と同様に 3×2 の分散分析を行った。その結果、最大リアプノフ指数に

ついて、条件と繰り返しの交互作用の有意な差が見られなかった。 

心理指標においては、「倦怠」の減少、「興奮」「意欲」の増加にスポーツ観戦が影響を

与えていたことから、活力が高まり、そうした活力の高まりが行動変容などにも繋がって

いくことが考えられ、今後健康心理学の視点からのスポーツ観戦の活用性の意義が示唆さ

れた。また、こうした活力の高まりが示唆されたことから、余暇活動においても、スポー

ツ観戦を取り入れていくことで、新たな展開が見込めるのではないかと考えられる。しか

し、本研究で作成した尺度を用いた実験において、post test においての群間差はいくつか

の因子で見られたものの、pre testと post testの差があまり見られなかったことから、今

後さらに研究を進め、内容を吟味していく必要があると考えられる。 

また、本研究において、有意な結果は見られなかったものの、生理指標として新たに注

目されつつある複雑系の指標であるカオスを用いたことは、多くの発展の余地を与えるこ

とになったのではないかと考えられる。特にスポーツ観戦とは、観戦動機や観戦後の感情

だけに注目しても、多くの要素を含んでおり、生理的に測定する場合、全体性を捉えるこ

とができるこのカオスを用いることは、研究の初期の段階である現時点において、今後の

スポーツ観戦の研究の発展の一助になったのではないかと考えられる。この観点から鑑み

て、本研究の結果から、今後は別の測定指標を用いた検討や、要素還元主義的視点に立っ

たスポーツ観戦による生理的変化の研究が必要であることが示唆された。 
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